
 

 

 

■はじめに                                                                                
「小平 市民版環境配慮指針 小平流暮らしの工夫」は、市民団体であるエコダイ

ラネットワークが主体となって作成した、環境に優しい暮らし方のアイデア集です。 

この内容を、家庭生活や学校生活での実践につなげてもらうことを目的に、小平

第十三小学校で出前授業を実施しました。 

 この授業は、小学校や大学、市民団体と連携し、多様な主体の参加と協働によっ

て進めることができました。 

 

■出前授業の概要                                                                               
 

テ ー マ 環境に優しい暮らし方～今日からわたしにもできること～ 

目 標 環境意識を高め、自ら「地球に優しい行動」ができる児童の育成 

対 象 者 小平第十三小学校 4 年生（2 クラス）７1 名 

日 程 平成 30 年 10 月 3 日（水） 

 

■内 容                                                                               

 

第１部 「地球温暖化問題とその対策について」 

①地球温暖化について 

海面上昇、干ばつ、砂

漠化、集中豪雨など、世

界で実際に起こってい

ることや起こる可能性

があることを例に挙げ

て、地球温暖化が私たち

の生活にどのような影

響を与えるかを話しま

した。 

では、地球温暖化はな

ぜ起きているのでしょ

うか。それは、地球のま

わりをおおう温室効果

ガスが原因でした。 

 

 

 

 

 

 

この温室効果ガスとは、二酸化炭

素、メタン、一酸化二窒素などの

地球温暖化に影響のあるガスのこ

とです。 

このガスの中でも一番、多く発生

して、最も地球温暖化に影響をも

たらしているのが、二酸化炭素で

す。 

この二酸化炭素はどこから発生

しているのか。それは私たちが暮

らしていく中で毎日使っている電

気をつくるときに発生していまし

た。つまり電気を使うたびに、二酸

化炭素は発生し、私たちが暮らして

いるだけで、地球温暖化を進めてし

まっています。  

そこで地球温暖化が進まないよ

うに私たちができる行動は電気の

使う量を減らすこと、「省エネ」で

す。 

 

 

 ②電気を作ってみよう 

手回し発電機を使って、電球を光らせ

てみました。光らせる電球は、白熱電

球とＬＥＤ電球です。白熱電球は、速

く回しても、わずかに光る程度で、周

囲を明るく照らすことはできませんで

した。ＬＥＤ電球は、速く回すと明る

く光りました。 
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二つの電球の違いは、光るために必要な電気の量です。ＬＥＤ電球は白熱電球の

６分の１になります。電球を替えるだけでも「省エネ」になります。 

 

第２部 「節電するにはどうすればいいの？」 

①太陽光発電について 

太陽光発電シス

テムは、地球温暖化

の原因となる二酸

化炭素を発生させ

ずに、電気をつくる

ことができる省エ

ネ機器であること

を説明し、実際に校

舎の屋上に設置し

てある太陽光パネ

ルと教室を中継で

繋ぎ担任の先生か

ら太陽光パネルの

色、形、枚数などの特徴の説明を受けました。校舎の屋上からの中継に児童の皆

さんも楽しんでいました。 

 
②班対抗「省エネクイズ」 

 消費電力や省エネの方法など、                                            

６問の省エネクイズを出題しま

した。班のみんなで相談しながら

楽く、学んだことを復習できまし

た。正解数が一番多かった班には、

景品があったことと、ゆるキャラ

の「ソラミ※」の登場により、白

熱した時間になりました。 

 

③『市民版環境配慮指針』のご紹介 

市民版配慮指針を作成したエコダイラネットワークの代表の西村さんとおすす

めの取組を紹介しました。おすすめの取組とは、災害に備えることが実はエコに

も繋がるというお話でした。その他にも食事や掃除、買い物など、私たちの暮ら

しの中の様々なシーンで「省エネ」ができることを紹介しました。 

 

※ソラミ…小平市太陽光発電イメージキャラクター、色々な所で太陽光発電をＰＲしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④エコチャレンジの木 

今回の環境出前授業で、学ん

だことを日々の実践につなげ

るため、児童の皆さんにエコチ

ャレンジの木に取り組んでも

らいます。チャレンジ期間は 1

カ月です。家庭で行った省エネ

行動の番号と日付を葉っぱに

記入し、色を塗ってもらい、き

れいなエコチャレンジの木を

育ててもらいます。児童の皆さ

んの取組できれいなエコチャ

レンジの木が育つのが楽しみ

です。 
 
おわりに                                     
 今回の授業の発電体験や省エネクイズ等をとおして、地球温暖化問題や対策につ

いて学習しました。「省エネ」という自分たちの暮らしの中でできることを学び、『市

民版環境配慮指針』を参考にエコチャレンジの木に取り組むことで、おのずと環境

に配慮する行動を児童一人ひとりが意識し、実践し、当たり前の行動となることが

期待されます。多様な主体の参加と協働により、『小平市第二次環境基本計画』の基

本目標の一つである「みんなが環境について考え、行動するまち こだいら」を一

歩進めることができました。 
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